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CO2吸収源について

2024年7⽉6⽇

株式会社⽇本総合研究所創発戦略センター
エクスパート 井上岳⼀

（下町在住）

にのみや気候市⺠会議 第2回
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⾃⼰紹介
• 職歴

• 1969年 神奈川県藤沢市⽣まれ
• 1994年 林野庁
• 2001年 Cassina IXC
• 2003年 ⽇本総合研究所

• 公職等
• 国⼟審議会専⾨委員

（移住・⼆地域居住等促進専⾨委員会）
• 内閣府規制改⾰推進会議専⾨委員

（地域産業活性化WG）
• 内閣府地⽅創⽣推進アドバイザー
• 福島県南相⾺市復興アドバイザー
• ⾹川県観⾳寺市政策アドバイザー
• ⻑野県伊那市Inadani SEES アドバイザー
• 武蔵野美術⼤学客員研究員・特別講師
• JR東⽇本WaaS共創コンソーシアム

ステアリングコミッティ委員

※2013年3⽉に東京から⼆宮町に移住
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© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：千年村プロジェクト
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千年以上の持続を可能にした
優れた⽣存⽴地

何があっても⽣きていける
⼆宮は神様に祝福された場所
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だからこそ危機感が共有されにくい
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出所：⼆宮町
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気候変動は⼆宮にどんな悪影響を
もたらすのか？
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気候変動対策の歴史



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：かながわ気候変動WEBの資料に加筆

2009年、鳩⼭⾸相が
2020年に1990年⽐で
25％削減を国連で宣⾔

2015年、安倍⾸相は2030年
に2013年⽐で26％削減する
⽬標をG7サミットで発表
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2020年11⽉19〜20⽇、国会で
気候⾮常事態宣⾔決議が採択

2020年10⽉26⽇、菅総理は
2050年カーボンニュートラル・脱炭素実現を宣⾔

2020年12⽉14⽇時点で191⾃治体が
2050年CO2排出実質ゼロを表明

横浜市、川崎市、相模原市、鎌倉市、⼩⽥原市、三浦市、
開成町

↓
横須賀市、藤沢市、厚⽊市、秦野市、葉⼭町、茅ヶ崎市、
寒川町、真鶴町、松⽥町、伊勢原市、逗⼦市、座間市、⼤
井町、綾瀬市、平塚市、⼤和市、南⾜柄市、海⽼名市、⼤
磯町がゼロカーボンシティを表明（2024年3⽉29⽇時点）

2021年10⽉22⽇、地球温暖化対策計画を改定。2030年度において、
温室効果ガス46％削減（2013年度⽐）を⽬指すことを表明



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：環境省「地球温暖化対策計画」
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出所：株式会社ゼロック 「2050年カーボンニュートラルを実現するには」

2050年カーボンニュートラルとは？
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⼆宮町の排出量の推移

出所：環境省「⾃治体排出量カルテ」

11万8千トン 2030年までに約3万トンの削減
（現状の3割減）が必要
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⽇本全体の排出量の推移

出所：環境省「2022年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量について」

2013年→2022年で20億トン以上削減。2030年に半減を実現
するには、さらに40億トン以上削減することが必要



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：環境省「2022年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量について」

産業部⾨が頑張ったが、家庭部⾨はそれほど減っていない
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産業がない二宮は、
家庭部門がどれだけ頑張れるかが肝になる

出所：環境省「⾃治体排出量カルテ」



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：環境省「2022年度の我が国の温室効果ガス排出・吸収量について」

吸収量も常にカウントされてきた
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⼆宮町の吸収源



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：農林⽔産省「地球温暖化対策・施策の概要〈森林吸収源対策〉」



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：農林⽔産省「農地による炭素貯留について」

化学肥料でなく、堆肥を使う農業ならば、農地も炭素を貯留する
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出所：国⼟交通省港湾局（2023）「海の森ブルーカーボン CO2の新たな吸収源」

※ブルーカーボンは現時点では、温室効果ガスインベントリの算定対象外

注⽬されるブルーカーボン（まだ吸収源として正式に認められてはいない）



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：⼆宮町緑の基本計画（H17年3⽉）出所：⼆宮町森林整備計画書（R5年4）



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：GraphToChart. 「地図で⾒る森林⾯積の推移(市区町村別の⽇本全国階級区分図/ﾏｯﾌﾟ)」. 最終更新:2023-08-
01. https://graphtochart.com/japan/map-forest-area.php,(参照⽇時:2024-06-24)



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：GraphToChart. 「地図で⾒る森林⾯積の推移(市区町村別の⽇本全国階級区分図/ﾏｯﾌﾟ)」. 最終更新:2023-08-
01. https://graphtochart.com/japan/map-forest-area.php,(参照⽇時:2024-06-24)
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出所：森林総合研究所
温暖化対応推進拠点
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⾯積 年間の⼆酸化炭素吸収量
現状（60年⽣） 対策時

スギ・ヒノキ⼈⼯林 10.51ha 42.43t/年 127.29t/年 森を若返らせる
天然広葉樹林 134.78ha 148.40t/年 692.50t/年 同上
耕作放棄地 48ha - 581.33t/年 放棄地に植林
農地 170ha - 238t/年 堆肥農業

合計 190.83t/年 1,639.12t/年

家庭部⾨の⼀⼈当たり年間CO2排出量は、1,838kg/⼈（※）。これに⼆宮町の⼈⼝
26,798⼈をかけると、⼆宮町の家庭部⾨の年間CO2排出量は49,255tとなる。

※温室効果ガスインベントリオフィスによる2022年度のデータ

⼀⽅、⼆宮町における吸収量は？

排出量の0.4%

排出量の3.3%

※吸収量、対策⽅法は地域による変動も⼤きく、不正確。⾥⼭整備、有機農業化による吸収
量への影響などは、今後、町としても研究していくべきテーマ。
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森林の少ない⼆宮で、CO2吸収源対策として他にできることはあるか？

1. ⽣活の中に⽊を取り⼊れる。⽊で済むものは⽊で済まし、⻑く使う。

出所：⼋雲町

出所：住友林業



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：前⽥⼯繊株式会社
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森林の少ない⼆宮で、CO2吸収源対策として他にできることはあるか？

2. 街路樹・庭⽊を増やし、有効活⽤を図る
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出所：環境省「まちなかの暑さ対策ガイドライン」（R5年3⽉）

でも、やっぱりCO2排出を減らすことが重要。何ができるのか？

1. ヒートアイランドを避けるため、コンクリートは⼟に、⼟は緑に

⼟と緑の多い我が家は、夜、窓
を開けていると夏でも涼しい⾵
が⼊ってきます。
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でも、やっぱりCO2排出を減らすことが重要。何ができるのか？

2. 葛川を泳げるくらい綺麗にする
かつて葛川では⼦ども
達が泳いでいたそう。
葛川で泳げれば、プー
ルに⾏く必要なくなり、
移動に伴うCO2が削減
できる。

出所：葛川をきれいにする会

出所：タウンニュース

出所：池⽥東⼀郎のビタミンTV
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でも、やっぱりCO2排出を減らすことが重要。何ができるのか？

3. 近くのお店、地域のものを扱うお店で買う

CO2排出を減らす観点からは、その⼟
地のものを⾷べるのが⼤事。イタリ
アで始まった地産地消のスローフー
ド運動は、近年、「キロメトロゼ
ロ」運動を展開。その地域の⾷材・
製品を売る⼩売店や飲⾷店を「KM0」
として認定することで、CO2排出の少
ない、移動のない⾷材を地域ぐるみ
で推奨している。
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家庭部門の次に排出量が多い
運輸部門のCO2はどうしたら減らせるか？

出所：環境省「⾃治体排出量カルテ」
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CO2排出の約4割が発電部門から
やはり脱化石電源が、肝になる
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ささいな、一人からでもできること

システムを変えないとできないこと



© Takekazu Inoue All Rights Reserved, 2024 出所：ひとまち結び（⽇経BP）
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出所：⼤崎町SDGs推進協議会
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出所：⻄粟倉村
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出所：⻄粟倉村
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出所：エーゼロ株式会社
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温暖化対策に閉じず
「循環する町」として⽬指す姿を
市⺠⽬線で描くべき時ではないか？


